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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スチコダクチラ・ヘリアンサス毒素ＳｈＫのアナログであって、ＳｈＫ毒素ポリペプチ
ドと、式（Ｉ）：
　（Ｉ）ａ－Ｘ－４Ｘ－３Ｘ－２Ｘ－１－ｂ（配列番号３）
［式中、Ｘ－４はＤ、Ｅ若しくはその他の負に荷電したアミノ酸又はそれらの誘導体であ
り、
　Ｘ－３はＥ、Ｉ、Ｌ、Ｓ、Ｖ、Ｗ又はトリプトファン誘導体であり、
　Ｘ－２は任意のアミノ酸であり、
　Ｘ－１は任意のアミノ酸であり、
　ａは存在しないか、又は第１の付加部分であり、
　ｂは存在しないか、又は第２の付加部分である］
によるアミノ酸配列を含むＮ末端伸長とを含む、前記アナログ。
【請求項２】
　式（II）：
　（II）ａ－Ｘ－４Ｘ－３Ｘ－２Ｘ－１－ｂ－［ＳｈＫ毒素ポリペプチド］
による、請求項１に記載のアナログ。
【請求項３】
　ＳｈＫ毒素ポリペプチドが、ＲＳＣＩＤＴＩＰＫＳＲＣＴＡＦＱＣＫＨＳＭＫＹＲＬＳ
ＦＣＲＫＴＣＧＴＣ（配列番号４）に対応するアミノ酸配列を含む、請求項２に記載のア
ナログ。
【請求項４】
　ＳｈＫ毒素ポリペプチドが、Ｍｅｔ２１の置換を含むバリアントアミノ酸配列を含む、
請求項２又は３に記載のアナログ。
【請求項５】
　Ｘ－４がＥである、請求項１～４のいずれかに記載のアナログ。
【請求項６】
　Ｘ－３がＥ、Ｓ、Ｗ又はトリプトファン誘導体である、請求項１～５のいずれかに記載
のアナログ。
【請求項７】
　Ｘ－３がＷである、請求項６に記載のアナログ。
【請求項８】
　Ｘ－２がＳ又はＴである、請求項１～７のいずれかに記載のアナログ。
【請求項９】
　Ｘ－１がＳ又はＴである、請求項１～８のいずれかに記載のアナログ。
【請求項１０】
　ａが、アミノ酸、２～３０個の長さのアミノ酸のアミノ酸配列、及びその他の化学基か
ら選択される第１の付加部分である、請求項１～９のいずれかに記載のアナログ。
【請求項１１】
　ａが任意のアミノ酸である、請求項１０に記載のアナログ。
【請求項１２】
　ａが、Ａ、Ｇ、Ｓ及びＴからなる群から選択されるアミノ酸である、請求項１１に記載
のアナログ。
【請求項１３】
　ａがバイオケミカルタグ又はキレート剤である、請求項１０に記載のアナログ。
【請求項１４】
　ａが細胞透過性ペプチドを含む、請求項１１～１３のいずれかに記載のアナログ。
【請求項１５】
　ｂが、アミノ酸、２～５個の長さのアミノ酸のアミノ酸配列、及びその他の化学基から
選択される第２の付加部分である、請求項１～１４のいずれかに記載のアナログ。
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【請求項１６】
　ａ及びｂがいずれも存在しない、請求項１～９のいずれかに記載のアナログ。
【請求項１７】
　Ｎ末端伸長が、ＥＳＳＳ（配列番号１）、ＥＷＳＳ（配列番号２）、ＥＥＳＳ（配列番
号５）、ＥＷＳＴ（配列番号６）、ＥＷＴＴ（配列番号７）、ＥＷＴＳ（配列番号８）及
びＳＥＷＳＳ（配列番号９）からなる群から選択される、請求項１～１６のいずれかに記
載のアナログ。
【請求項１８】
　Ｎ末端伸長がＥＷＳＳ（配列番号２）である、請求項１７に記載のアナログ。
【請求項１９】
　Ｃｙｓ３～Ｃｙｓ３５、Ｃｙｓ１２～Ｃｙｓ２８及びＣｙｓ１７～Ｃｙｓ３２の間にジ
スルフィド架橋を有するポリペプチドである、請求項１～１８のいずれかに記載のアナロ
グ。
【請求項２０】
　アミノ酸配列：ＥＷＳＳＲＳＣＩＤＴＩＰＫＳＲＣＴＡＦＱＣＫＨＳＭＫＹＲＬＳＦＣ
ＲＫＴＣＧＴＣ（配列番号１０）からなるポリペプチドである、請求項１～１９のいずれ
かに記載のアナログ。
【請求項２１】
　さらに細胞透過性ペプチドを含む、請求項１～２０のいずれかに記載のアナログ。
【請求項２２】
　単離形態である、請求項１～２１のいずれかに記載のアナログ。
【請求項２３】
　アミド化したＣ末端を有するポリペプチドである、請求項１～２２のいずれかに記載の
アナログ。
【請求項２４】
　請求項１～２３のいずれかに記載のアナログを含む、対象におけるＴリンパ球又はクラ
ススイッチされたＢ細胞の増殖の阻害剤であって、任意で薬学的に許容される担体と組み
合わせて投与される、前記阻害剤。
【請求項２５】
　請求項１～２３のいずれかに記載のアナログを含む、対象における自己免疫疾患の治療
剤であって、 任意で薬学的に許容される担体と組み合わせて投与される、前記治療剤。
【請求項２６】
　治療される自己免疫疾患が、ＴＥＭ細胞によって媒介される自己免疫疾患である、請求
項２５に記載の治療剤。
【請求項２７】
　治療される自己免疫疾患が、関節リウマチ（ＲＡ）又は多発性硬化症（ＭＳ）である、
請求項２５又は２６に記載の治療剤。
【請求項２８】
　自己免疫疾患の治療のための医薬品の調製における、請求項１～２３のいずれかに記載
のアナログの使用。
【請求項２９】
　治療される自己免疫疾患が、ＴＥＭ細胞によって媒介される自己免疫疾患である、請求
項２８に記載の使用。
【請求項３０】
　治療される自己免疫疾患が、関節リウマチ（ＲＡ）又は多発性硬化症（ＭＳ）である、
請求項２８又は２９に記載の使用。
【請求項３１】
　請求項１～２３のいずれかに記載のアナログを含む、対象におけるがんの治療剤であっ
て、任意で薬学的に許容される担体と組み合わせて投与される、前記治療剤。
【請求項３２】
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　がんが固形腫瘍、白血病又はリンパ腫である、請求項３１に記載の治療剤。
【請求項３３】
　がんの治療のための医薬品の調製における、請求項１～２３のいずれかに記載のアナロ
グの使用。
【請求項３４】
　がんが固形腫瘍、白血病又はリンパ腫である、請求項３３に記載の使用。
【請求項３５】
　請求項１～２１のいずれかに記載のアナログをコードするヌクレオチド配列を含むポリ
ヌクレオチド分子。
【請求項３６】
　請求項３５に記載のポリヌクレオチド分子を含むクローニング又は発現ベクター。
【請求項３７】
　請求項３５に記載のポリヌクレオチド分子又は請求項３６に記載のクローニング若しく
は発現ベクターを含む宿主細胞であって、培養中にアナログを発現することができる、前
記宿主細胞。
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